
新型コロナウイルス

感染拡大に対する

県の対応方針等について

令和４年７月27日
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感染状況

７月21日に過去最多を更新し, 増加傾向が続く

新規報告数と直近１週間の人口10万人あたりの新規報告数新規報告数

直近１週間の
人口10万人あたりの
新規報告数
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新規報告数 直近１週間の人口10万人あたりの新規報告数
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10代未満 10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代 90代以上

50代以下が著しく増加し，高齢者も増加傾向。 入院患者も増加が継続。

感染者数（年代別）・入院患者数の推移
年代別の新規報告数（７日移動平均） と 入院患者数

年代別
新規報告数

※呉市公表事例「児童」は10代として集計
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入院患者数 610床（緊急フェーズⅠ80%）

733床（緊急フェーズⅡ80%） 762床（緊急フェーズⅠ）

916床（緊急フェーズⅡ）

入院患者数
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広島県 東京都 大阪府 島根県 鳥取県 愛媛県 熊本県

前週比（7/2４時点）

シミュレーションのための減少局面転換タイミングの検討

一定程度まで感染拡大した後は，その拡大スピードが鈍化し，やがて減少に転じる

島根県

他の先行拡大地域

広島県においても
前週比の減少・感染の減
少局面への転換を期待
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新規報告数
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実測 前週比（8月上旬ピーク） 前週比（8月中旬ピーク）

感染者数シミュレーション

８月上旬～中旬に感染がピークアウトするものと推測

※減少局面転換（前週比が１．０を下回る）前に
は，前週比が徐々に減少する，先行する他県の
状況等を踏まえて数値設定
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現在の確保病床の最大数を運用することで乗り切れる見込み
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病床数実測 610床（緊急フェーズⅠ80%） 733床（緊急フェーズⅡ80%）

762床（緊急フェーズⅠ） 916床（緊急フェーズⅡ） 8月上旬・中等症Ⅱ以上50%

8月中旬・中等症Ⅱ以上50% 8月上旬 8月中旬

入院患者数

※確保病床数は8/1現在（予定）の数値

入院患者数シミュレーション
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現下の感染拡大に対する国の対応

（令和４年７月15日新型コロナウイルス感染症対策本部決定）

「BA．５系統への置き換わりを見据えた感染拡大への対応」【一部抜粋】

○ 現下の感染拡大への対応については，
・ 新たな行動制限を行うのではなく社会経済活動をできる限り維持しながら，
自治体や医療機関の支援を行い，保健医療体制の確保に万全を期すとともに，
・ 医療への負荷に直結する重症化リスクのある高齢者を守ることに重点を置いて，
効果が高いと見込まれる感染対策に，国・地方が連携して機動的・重点的に取り組む
こととし，同時に新型コロナウイルスと併存しつつ平時への移行を慎重に進めていく。

○ なお，今後，ウイルスの特性に変化が生じるか，感染者数全体が大幅に拡大し，
高齢者等重症化リスクのある者の感染が拡大するなどにより，医療がひっ迫する
場合には，行動制限を含む実効性の高い強力な感染拡大防止措置を講ずる。
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県の対応の基本的な考え方

現下の感染拡大への対応については，国の対応方針を踏まえ

✔ 新たな行動制限を行うのではなく，

✔ 社会経済活動と感染対策の両立を維持しながら，

✔ 病床の確保などにより医療体制のひっ迫を防ぐとともに，

✔ 重症化リスクのある高齢者等を守ることに重点を置き，

✔ 急増する自宅療養者への支援を含め，

効果が高いと思われる対策に機動的，重点的に取り組む。
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感染拡大に対する主な取組

【現下の感染拡大に対する主な取組】

１ 病床の確保

２ 重症化リスクのある高齢者等への対応

３ 急増する自宅療養者への対応
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広島県の取組の概要 １．病床の確保

病床の確保

◆ 入院病床 （8/1～）

2段階引き上げ ※約260床の増床

 新規感染者数の拡大スピード，病床使用率等をモニタリングし，

緊急フェーズⅡ（916床）への引き上げも検討する。

 県医師会，県病院協会等の関係団体と連携し，さらなる病床確保に向け，

取り組む。

一般フェーズ３ （499床） 緊急フェーズⅠ （762床）

10



広島県の取組の概要 ２．重症化リスクのある高齢者等への対応①

病院，高齢者施設等におけるクラスターの発生予防，拡大防止

■ 高齢者施設等の従事者の頻回検査（月8回）

■ 高齢者施設入所者のワクチン４回目接種促進

■ 医療従事者，施設従事者のワクチン４回目接種開始

■ 医療福祉クラスター対応班による施設への早期介入と

感染管理指導
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広島県の取組の概要 ２．重症化リスクのある高齢者等への対応②

患者等の発生場所

保健所による所属先の調査（濃厚接触者の特定）

現在 国方針
今後の
県の対応

・同一世帯内 ○ ○ ○

・ハイリスク施設 ○ ○ ○

・クラスター発生場所 ○ ○ ○

・事業所 × × ×

・保育園，幼稚園 ○ △ △※

・小学校 ○ △ △※

・中学校以上の学校 ○ × △※

※○：必要，△：自治体の判断による，×：不要

※学校等において体調把握や適切な感染防止対策を引き続き実施。
保健所は，感染防止対策にかかる学校等からの相談対応，必要な助言，指導を引き続き実施

■ 保健所による疫学調査の重点化

保健所は，重症化
リスクの高い医療
機関，高齢者施設
等に重点的に対応



広島県の取組の概要 ２．重症化リスクのある高齢者等への対応②

高齢者施設等入所者への医療支援の強化

■ 施設と地域の医療機関が連携して，あらかじめ

一人ひとりの治療・投薬方針を策定する取組を支援

■ 施設に往診して治療を行う体制を県内全域で構築
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広島県の取組の概要 ２．重症化リスクのある高齢者等への対応③

連携医療機関
普段から高齢者施設入所者を診ている
施設の嘱託医，協力医療機関，薬局 等

広島県が募集した往診可能医療機関

（令和４年７月２6日現在）

高齢者施設等
特別養護老人ホーム ， 介護老人保健施設

サービス付き高齢者向け住宅 等

１2７機関

連携先
あり

１,２０９ 施設

（８６.９％）

連携先
なし

１８２ 施設

（１３.１％）

医療支援を行う医療機関

高齢者施設等への医療支援体制
14



広島県の取組の概要 ３．急増する自宅療養者への対応

区分 内容

設置目的
自宅等で療養中の，発熱等の症状がある新型コロナウイルス感染症の陽
性者を早急に医療につなげる。

位置づけ 特措法に基づき，都道府県が設置する臨時の医療施設

対 象 者 有症状の陽性者

体 制 県医師会等関係団体の協力により，医師，看護師，薬剤師が常駐

開設時間

7/1 ～7/31
木・土曜 13:30～19:00 
日・祝日 10:30～17:00

８/1 ～
月～土 13:30～19:00 
日・祝日 10:30～17:00

自宅療養者への医療支援の強化

■ オンライン診療センターを毎日開設
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■ 経口治療薬相談ダイヤルの電話番号公開
*ラゲブリオ等の治療薬の案内



広島県の取組の概要 ３．急増する自宅療養者への対応

■ 電話・オンライン診療可能な医療機関を県HPで公開

県ホームページでの公表数 239か所（7/2６現在）

・うち 初診対応可能 98か所

・うち ラゲブリオ処方可能 173か所

・うち パキロビッド処方可能 57か所

■ 県の臨時の医療施設（西部輸液センター）に

陽性者の外来診療機能を追加 ＊受診調整は，保健所実施
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高リスク者

保健所等による患者調査・健康観察

第６波ピーク時 第７波ピーク時

低リスク者

保健所等に
より対応健康観察の重点化

全員に一律な患者調査，
健康観察が困難

高リスク者への
対応は専門知識

が必要

感染拡大期にあっても，重症化する患者を逃さず，適切に医療につなげる体制を維持する。

保健所業務
ひっ迫

広島県の取組の概要 ３．急増する自宅療養者への対応
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広島県の取組の概要 ３．急増する自宅療養者への対応

１ 広島県フォローアップセンターによる健康観察

２ My HER-SYS（マイ・ハーシス）を利用した健康観察

３ SMSを活用した迅速な療養支援【新規】

４ 自宅療養者向け相談ダイヤルの設置
【新規・低リスク者対応】

＊自宅療養中の注意点，体調悪化時の対応方法，SMSの説明等の相談対応

健康状態等の迅速な確認



自宅療養者向け相談窓口
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広島県の取組の概要 ３．急増する自宅療養者への対応

SMSを活用した迅速な療養支援【新規】

高リスク者

陽性となった方

低リスク者

療養に必要
な情報を
素早く提供

SMS送信

My HER-SYS
登録

保健所からの
電話連絡

自宅療養セット
申込

保健所による
療養先調整

入院療養

宿泊療養

療

養

終

了

自宅療養

宿泊療養申込

県HPから申込

宿泊療養

自宅療養

今回導入する
新たな仕組み

低リスク者への相談・助言
自宅療養中の注意点，体調悪化時
の対応方法，SMSの説明等



県民の皆様へのお願い①

◆ 基本的な感染防止対策を徹底する

・マスク，手洗い，換気，三密（密閉，密集，密接）は一つでも避ける

◆ 特に換気に注意する

・夏場は，閉め切った部屋でエアコンをつける日が多くなるため，
家庭や事業所・店舗など，マスクを着用していても十分な換気を

◆ 感染リスクの高い場面を回避する

・テレワークや時差出勤を積極活用
・感染拡大地域との往来は慎重に判断
・普段会わない人との会食は控える（又は マスク会食を励行）
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県民の皆様へのお願い②

◆ 検査を受ける

・「感染が不安な方」や「お盆の帰省など高齢者と会う機会のある方」は
県PCRセンターや薬局で検査を受けてください。

◆ 速やかに受診する

・発熱，のどの痛みなど，症状がある方は，
外出せずに，かかりつけの医療機関などに電話して
速やかに受診してください。
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◆ ワクチン３回目接種の検討

・３回目接種がまだの方は早めの接種をご検討ください。

◆ ワクチン４回目接種の検討

・高齢者をはじめ４回目接種の対象の方は，タイミングが来たら，
できるだけ早く接種を。

・新たに対象となった医療従事者や高齢者施設の従事者の方も，
３回目接種から５か月経過した方から，できるだけ早く接種。

医療を守り，安心な暮らしと社会経済活動とを両立させるため

お一人お一人の感染対策・ワクチンの取組をお願いします

県民の皆様へのお願い③
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